
1/3 

○精華町高齢者保健福祉審議会条例 

平成５年１０月１４日 

条例第２２号 

改正 平成１０年１０月１２日条例第２５号 

平成１１年７月１日条例第１２号 

平成１３年３月３０日条例第３号 

平成１４年６月２７日条例第１７号 

平成１８年３月３１日条例第１２号 

平成２３年３月３１日条例第１号 

（目的） 

第１条 この条例は、本町の高齢化社会への的確な対応のため、保健・

福祉・医療の連携のもと、住民ニーズに応え得る質の高いサービス

の提供の確立を図り、もって高齢者福祉の増進に資するため、精華

町高齢者保健福祉審議会（以下「審議会」という。）を設置し、運

営に必要な事項を定めることを目的とする。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、町長の諮問により次の事項を審議し、町長に答申

を行う。 

(1) 精華町高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画を含む。）の策

定に関すること。 

(2) 介護保険事業の運営に関すること。 

(3) 精華町高齢者保健福祉計画の進捗状況に関すること。 

(4) その他、高齢者保健福祉に関すること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員２０名以内で組織し、次に掲げる者のうちか

ら町長が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 関係行政機関の職員 

(3) 医療関係団体の代表者 

(4) 保健福祉事業関係団体の代表者 

(5) 福祉活動関係団体の代表者 

 (6) 一般公募の町民 

 (7) その他町長が適当と認める者 
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（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、３年とする。ただし、委員に変更があったと

きは、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、審議会を総理し、代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を

代行する。 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、

会長の決するところによる。 

（庶務） 

第７条 審議会の庶務は、健康福祉環境部高齢福祉課に置く。 

（補則） 

第８条 この条例に定めるほか、必要な事項については、町長が別に

定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１０年条例第２５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１１年条例第１２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１３年条例第３号） 

この条例は、公布の日から施行し、平成１３年２月２６日から適用

する。 

附 則（平成１４年条例第１７号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１８年条例第１２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２３年条例第１号） 
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この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第３条及び第４条

の改正規定は、令和元年１０月１日から施行する。 

 （委員の任期の特例） 

２ 令和元年１０月１日以後最初に委嘱される委員の任期は、この条

例による改正後の第４条の規定にかかわらず、令和３年３月３１日ま

でとする。 

 


